
HITACHIOTA

■新型コロナワクチン接種関連情報・・・・・・・・・・・P9
■市のお財布事情
　（令和3年度決算報告・令和4年度予算執行状況）・・・P10
■市からのお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P19

令和4年
202211月号

No.732

メープルリーフの
森づくり

《特集》

～健康で快適な市民生活の実現～

広報
ひたちおおたが
WEBでも読める

特集



雄
大
な
景
色
を
望
む
里
美
高
原

で
、関
東
最
大
級
の
面
積
を
誇
る

里
美
牧
場
。そ
の
自
然
を
活
用
し

て
、カ
エ
デ（
メ
ー
プ
ル
リ
ー
フ
）の

森
を
育
て
る
試
み
で
す
。大
塚
製
薬

と
明
治
安
田
生
命
保
険
の
二
社
と

の
連
携
協
定
事
業
と
し
て
、市
民

の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
い
サ

ト
ウ
カ
エ
デ
、イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
計

3
0
0
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。緑

の
木
々
を
増
や
す
こ
と
で
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
繋
が
る
ほ
か
、

カ
エ
デ
の
木
か
ら
採
れ
る
樹
液
は

甘
い
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
の
原
料
に

も
な
り
ま
す
。樹
液
が
採
集
で
き

る
成
木
に
な
る
ま
で
に
は
約
20
年

が
必
要
。20
年
後
に
は
、今
回
カ
エ

デ
を
植
樹
し
た
皆
さ
ん
に
ま
た
集

ま
っ
て
も
ら
い
樹
液
を
採
っ
て
常

陸
太
田
市
産
の
美
味
し
い
メ
ー
プ

ル
シ
ロ
ッ
プ
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
夢

を
描
い
て
い
ま
す
。

本市では、「脱炭素社会」の実現に向けてゼロカーボンシティ宣言を表明し、さまざまな
ミッションに取り組んでいきます。そのひとつとして、里美牧場エリアに「メープルリーフの
森づくり」を始めます。未来の森と、市民の夢を育むこの取り組みについてのご紹介と、10
月23日に開催したカエデの植樹イベントの様子をお届けします。

森林が持つさまざまな機能（土砂崩れ防
止や水を蓄える機能など）の維持・増進
のために令和元年度より森林環境税・森
林環境譲与税が創設されました。本市は
約28,000ヘクタールもの森林面積を有
しており、国から配分される森林環境譲
与税を森林の整備や担い手の育成等に
活用しています。このメープルリーフの森
づくり事業にも、市民の皆さんに森林に
親しんでもらい、環境保全等の理解を深
めてもらうことを目的として、森林環境譲
与税を活用しています。

メ
ー
プ
ル
リ
ー
フ
の

　
　
森
づ
く
り
に
つ
い
て

夢 と 緑 を育む 健
康
で
快
適
な

市
民
生
活
の
実
現
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みんなで植えたカエデがすくすく成長する
ことを願って、青空に環境にやさしい素材
のバルーンを飛ばしました。20年後には
メープルシロップが採取できますように♪

広報ひたちおおたや、学校からの案内でイベントを知って面白そ
うだなと思って参加しました。植樹では、「植える苗木には葉っぱ
が少ない方が実は良いんだよ」ということも教えてもらえたり、勉
強になりました！うまく植えることができてよかったです。育ってい
る様子をまた見に来たいです。

この植樹のことを知り、とても素敵なイベントだなと思い
申し込みました。みんなで穴を掘って、楽しく植樹できま
した。お箸づくりにもチャレンジしました。いつもホット
ケーキにメープルシロップをかけて食べているので、20
年後にメープルシロップが採れるのがとっても楽しみで
す！

マイ箸づくり

カエデの苗木を集めてくれた、茨城県林業
種苗協同組合の大越さんから苗木の豆知
識と植樹方法のレクチャーを受けスター
ト。みんなで力を合わせて300本のカエデ
を植えました。

植 樹

バルーン
リリース

藤良多さん
ミニライブ

田村さん、
五十嵐さん
ファミリー

関さん
ファミリー

常陸太田市出身のシ
ンガーソングライター
藤良多さんによるライ
ブも開催。
「常陸太田に生まれて
良かった」と地元への
愛をたっぷり詰め込
み、市の歌・空がある
まちを含む全4曲を
歌ってくれました。 参加者の声

参加者の声

会場内では家族
で体験できるワー
クショップも用
意。ヒノキとメープ
ル（カエデ）の木材
を自分で削ってマ
イお箸を作る体験
もできました。

3



本市では、大塚製薬株式会社ならびに明治安田生命保険相互会社と包括連携協定を締
結し、市民の健康維持・増進や環境保全などさまざまな分野において協力し事業に取り
組んでいます。今回の「メープルリーフの森づくり」にもご協力をいただきました。

弊社では、環境保全における重要項目の一つと
して「資源共生」を設定しており、特に近年、世界
規模で深刻な課題となっているプラスチック資
源循環や海洋プラスチックゴミに関し、喫緊に
取り組むべき命題だと考えております。弊社(グ
ループ)では持続可能な社会の実現を目指し、

「大塚グループ プラスチックステートメント」を
制定し、未来のために今できることを考えようと
いう想いのもと、新たなチャレンジとしてポカリ
スエットリターナブル瓶の発売などに取り組ん
でいます。このような取り組みや想いと常陸太田
市の環境保全に関する想いの共通点として今
回の事業に参画させていただきました。包括連
携協定では、弊社が持つ健康増進に関する学術
情報やコンテンツ、そして製品をご活用いただ
き、市民の健康を中心にさまざまな課題の解決
に向けて関係各位と積極的に連携・協働いただ
くことを期待しています。

包括連携協定を結ぶ
協力企業

明治安田生命では、お客さまはじめ地域住民の
皆さまの継続的な健康増進を応援するととも
に、豊かな地域づくりへの貢献を目指しておりま
す。常陸太田市との包括連携協定により、地域
の発展に少しでも貢献できればと思います。
今回の「メープルリーフの森づくり」では、子ども
たちを含め多くの方が植樹イベントに参加され
ました。今回参加された子どもたちが、環境保全
に少しでも関心を持っていただければと思って
います。
持続可能な社会の実現に向けて、明治安田生命
では、環境保全・気候変動への取り組みを推進
しております。今後も地域の皆さまとともに、こ
の「メープルリーフの森づくり」のような環境保
全活動に参画できればと思います。

同社が提供する食育アプリ「SketchCook（スケッチクッ
ク）」のワークショップを開催。親子で楽しみながら食や栄
養のことを学ぶことができました。

気になる血管年齢の測定や、日ごろから野菜をどのくらい
食べているかが分かるベジチェックを実施。気軽な体験で
健康啓発に繋がりました。

大塚製薬株式会社より
令和3年3月包括連携協定締結

共催 明治安田生命保険相互会社より
令和4年5月包括連携協定締結

協力

ありがたすぎ！
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おめでとうございます

９
月
30
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
条
例
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
永
年
に
わ
た

り
市
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
40
人
・
６

団
体
の
方
々
の
功
績
を
た
た
え
、表
彰
状
・

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

＊
敬
称
略
・
順
不
同

【
自
治
功
労
表
彰
】

◆
多
年
、
市
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治

の
振
興
発
展
に
寄
与
：
川
又
照
雄
（
内
田

町
）／
黒
沢
義
久（
谷
河
原
町
）／
菊
池
伸
也

（
天
下
野
町
）／
諏
訪
一
則（
三
才
町
）

【
自
治
表
彰
】

◆
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
寄
与
：
中
村
和
幸（
瑞
龍
町
）

◆
代
表
監
査
委
員
と
し
て
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
寄
与
：
江
幡
治（
亀
作
町
）

◆
監
査
委
員
と
し
て
地
方
自
治
の
振
興
発

展
に
寄
与
：
茅
根
猛（
下
利
員
町
）

◆
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
寄
与
：
小
川
剛
（
大
森
町
）

／
五
十
嵐
初
男（
松
平
町
）／
大
澤
洋
一

（
折
橋
町
）
／
石
川
靖
（
天
神
林
町
）
／

川
井
和
行（
下
宮
河
内
町
）

【一般
表
彰
】

❶
地
方
自
治
の
進
展

◆
多
年
、
副
町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の

進
展
に
尽
力
：
大
森
勝　
（
真
弓
町
）
／

小
圷
義
清（
木
崎一町
）

◆
多
年
、
統
計
調
査
員
と
し
て
地
方
自
治

の
進
展
に
尽
力
：
三
村
省
二（
高
貫
町
）／

　
根
房
夫（
芦
間
町
）／
木
村
克
彦（
天
下

野
町
）／
横
山
逸
雄（
下
河
合
町
）／
尾
﨑
勤

（
新
宿
町
）

◆
多
年
、
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
委
員
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展
に
尽

力
：
荷
見
紀
世
美（
下
高
倉
町
）

❷
社
会
福
祉
の
増
進
、民
生
の
安
定

◆
多
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
と
お
し

て
社
会
福
祉
の
増
進
に
尽
力
：
J
A
常
陸

太
田
地
区
女
性
部
に
こ
に
こ（
大
里
町
）

❸
保
健
衛
生
の
向
上

◆
多
年
、
嘱
託
医
と
し
て
保
健
衛
生
の
向

上
に
尽
力
：
吉
本
高
明（
天
下
野
町
）

❹
産
業
の
振
興
開
発

◆
多
年
、
農
業
経
営
士
と
し
て
農
業
の
振

興
に
尽
力
：
椎
名
尚
志（
増
井
町
）

◆
多
年
、
女
性
農
業
士
と
し
て
農
業
の
振

興
に
尽
力
：
本
多
真
弓（
増
井
町
）

◆
多
年
、産
業
の
振
興
に
尽
力
：

（
株
）三
友
製
作
所（
馬
場
町
）／

瑞
井
精
工（
株
）（
馬
場
町
）

❺
治
山
、治
水

◆
多
年
、
広
葉
樹
の
杜
づ
く
り
事
業
を
と

お
し
て
山
林
の
保
全
に
尽
力
：

森
林（
杜
）づ
く
り
隊（
里
川
町
）

❻
教
育
、文
化
、道
義
の
向
上

◆
多
年
、
学
校
歯
科
医
と
し
て
学
校
保
健

の
向
上
に
尽
力
：
根
本
康
子（
馬
場
町
）

◆
多
年
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力：石
井
東
海
男（
久

米
町
）

◆
多
年
、
読
み
聞
か
せ
活
動
を
と
お
し
て

社
会
教
育
の
振
興
に
尽
力
：

お
は
な
し
紙
ふ
う
せ
ん（
天
下
野
町
）

❼
治
安
の
維
持
、災
害
の
防
止

◆
多
年
、
消
防
団
活
動
を
と
お
し
て
防
災

力
の
向
上
に
尽
力
：
武
石
俊
彦（
高
貫
町
）

【
感
謝
状
】

❶
地
方
自
治
の
進
展

◆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
副
会
長
と
し
て
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
尽
力
：
海
老
根
敬

司（
竹
合
町
）

◆
町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展
に
尽

力
：
松
本
弘
明（
新
宿
町
）／
和
田
栄
進

（
大
里
町
）
／
小
林
光
一（
小
島
町
）
／

藤
田
惠
一（
中
野
町
）

◆
副
町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展
に

尽
力
：
藤
田
美
智
男（
栄
町
）／
横
田
正
雄

（
中
城
町
）／
中
村
洋
平（
上
河
合
町
）／

尾
崎
英
明（
新
宿
町
）

◆
統
計
調
査
員
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展

に
尽
力
：
宇
野
晃（
粟
原
町
）

◆
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会

委
員
と
し
て
地
方
自
治
の
進
展
に
尽
力
：

和
田
政
一（
花
房
町
）

❷
保
健
衛
生
の
向
上

◆
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運

営
に
関
す
る
協
議
会
委
員
と
し
て
保
健
衛

生
の
向
上
に
尽
力
：
福
地
浩
一（
山
下
町
）

／
渡
邉
睦
美（
東一町
）

◆
桜
の
管
理
や
周
辺
の
環
境
整
備
活
動
を

と
お
し
て
環
境
の
保
全
と
美
化
に
尽
力
：

桜
を
守
る
有
志
の
会（
瑞
龍
町
）

❸
教
育
、文
化
、道
義
の
向
上

◆
青
少
年
相
談
員
と
し
て
青
少
年
の
健
全

育
成
に
尽
力
：
吉
澤
忠
治（
中
染
町
）

市
政
発
展
の
功
労
者
を
表
彰
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おめでとうございます

救
急
の
日（
9
月
9
日
）お
よ
び
救
急
医

療
週
間（
9
月
４
日
〜
10
日
）に
あ
た
り
、

長
き
に
わ
た
り
救
急
医
療
現
場
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
次
の
方
々
に
対
し
、消
防
本

部
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

・
小
林
医
院 

宮
本
香
奈
子
さ
ん

・
大
山
病
院 

鈴
木
さ
お
り
さ
ん

・
藤
井
病
院 

嶋
﨑
敦
子
さ
ん

・
西
山
堂
病
院 

戸
田
真
知
子
さ
ん

9
月
17
・
18
日
に
白
羽
ス
ポ
ー
ツ
広
場

で「
第
19
回
ジ
ョ
イ
フ
ル
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

全
国
大
会
」が
開
催
さ
れ
、
男
子
の
部
で

茨
城
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た「
世
矢
ク

ラ
ブ
」
が
見
事
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

10
月
5
日
に
世
矢
ク
ラ
ブ
の
代
表
の
皆

さ
ん
が
市
長
の
も
と
を
訪
れ
、優
勝
を
報

告
し
ま
し
た
。

英
語
に
親
し
み
、
英
語
を
用
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
生

徒
の
育
成
を
目
的
に
、９
月
17
日
か
ら
19
日
に
市
内
の
中
学
生
33
人
が
参
加
し
、福
島

県
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
に
お
い
て
E
n
g
l
i
s
h 

C
a
m
p
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。参
加
者
は
外
国
人
講
師
の
授
業
に
耳
を
傾
け
、積
極
的
に
英
語
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。授
業
か
ら
食
事
の
時
ま
で
英
語
で
過
ご

し
た
３
日
間
で
し
た
。

ジ
ョ
イ
フ
ル
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

全
国
大
会
で
初
優
勝

救
急
医
療
功
労
者
を
表
彰

左から）戸田さん、嶋﨑さん、大関消防長、鈴木さん、宮本さん

TOPICS
中
学
生
E
ng
l
is
h 

Camp
を
実
施

修了証授与式 入国審査疑似体験

参加者集合写真 カナダのお守りを作製

“ブリティッシュヒルズ”食事会場 外国人講師による指導
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9
月
27
日
、
世
矢
小
の
5
年
生
が
三
世
代
交
流
事
業

「
ス
米
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
と
し
て
、
稲
刈
り

を
行
い
ま
し
た
。児
童
た
ち
は
、地
域
の
方
に
や
り
方

を
教
わ
り
な
が
ら
、
鎌
を
使
っ
て
の
稲
刈
り
と
お
だ

が
け
に
挑
戦
。今
回
稲
刈
り
し
た
田
ん
ぼ
の
稲
は
、児

童
た
ち
が
5
月
に
植
え
、
草
取
り
な
ど
の
手
入
れ
を

し
て
き
た
も
の
で
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
稲
に
成
長
を

実
感
し
な
が
ら
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。参
加
し
た

児
童
は
、「
稲
刈
り
を
し
た
の
は
初
め
て
。育
て
た
お

米
を
食
べ
る
の
が
楽
し
み
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

10
月
1
日
、
谷
河
原
町
で
竹
林
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
谷
河
原
町
会
が
竹
林
の
整

備
・
活
用
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
3
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。町
内
外
か
ら
約
3
0
0
人
を

超
え
る
市
民
が
訪
れ
、
夕
闇
に
包
ま
れ

た
竹
林
を
バ
ッ
ク
に
幻
想
的
な
音
色
に

酔
い
し
れ
ま
し
た
。

世
矢
小
で
稲
刈
り
体
験

竹
林
コ
ン
サ
ー
ト

TOPICS

10
月
５
日
、「
第
３
代
ひ
た
ち
お
お
た
ス
マ
イ
ル
メ
イ
ツ
」の
３
人
に
市
観
光
物
産
協

会
会
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。「
ひ
た
ち
お
お
た
ス
マ
イ
ル
メ
イ
ツ
」と

は
、
市
の
観
光
や
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
観
光
大
使
と
し
て
活
動
す
る
方
の
こ
と

で
、こ
れ
か
ら
２
年
間
、イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
市
の
良
さ
を
全
国
に
伝

え
る
た
め
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

第
３
代
ひ
た
ち
お
お
た
ス
マ
イ
ル
メ
イ
ツ
が
就
任

篠原綾奈さん 根上さくらさん 渡辺利衣さん
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TOPICS
10
月
1
日
、
瑞
龍
町
で
わ
が
ま
ち
地
元
学
事
業
第
１
弾
と
な
る「
瑞
龍
の
お
宝
さ
が
し
」が

開
催
さ
れ
、
地
元
の
方
や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。５
班
に

わ
か
れ
て
町
内
を
歩
き
、神
社
や
石
仏
、美
し
い
風
景
な
ど
、瑞
龍
町
の
お
宝（
地
域
資
源
）

を
再
発
見
し
ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
大
学
生
は
、
歩
い
た
ル
ー
ト
や

見
つ
け
た
お
宝
を
地
図
に
記
載
し
な
が
ら
、
地
元
の
方
と
交
流
し
ま
し
た
。見
つ
け
た
お

宝
は
、班
ご
と
に
地
図
に
ま
と
め
、最
後
に
発
表
を
行
い
全
体
で
共
有
し
ま
し
た
。参
加
者

か
ら
は
「
地
元
の
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
発
見
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

10
月
９
日
、上
利
員
町
会
お
よ
び
上
利
員

町
お
宝
さ
が
し
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん

に
よ
り
、お
宝（
地
域
資
源
）を
紹
介
す
る

解
説
看
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。同
町
で

は
令
和
元
年
か
ら
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

活
動
に
取
り
組
み
、
お
宝
さ
が
し（
地
域

探
索
）や
将
来
構
想
づ
く
り
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。今
回
設
置
さ
れ
た
解
説
看
板
は

「
カ
ジ
カ
の
石
像
」や「
浅
川
の
流
れ
」な

ど
、
計
11
枚
で
す
。上
利
員
町
に
お
越
し

の
際
は
、ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

地
元
を
歩
い
て
お
宝
を
再
発
見
！（
瑞
龍
町
）

上
利
員
町
に
解
説
看
板
が

設
置
さ
れ
ま
し
た

1班

2班

3班

4班

5班

白鷺神社（樹齢 450年の黒松の輪切り）、
小野崎城跡、八百岐館跡、密造院跡

薬師堂、千本塚（瑞桜）、源栄家の大銀杏

山の神様、五反田の桜、ワイナリー

こんなお宝がありました！

瑞龍浄水場、水戸德川家墓所、旗柱跡

耕山寺、発汗地蔵、梶山比氐　紀念碑
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10月 27日現在の情報を掲載しています。
最新の情報は、市ホームページや
厚生労働省ホームページでご確認ください。

新型コロナワクチン接種関連情報
厚生労働省
ホームページ市ホームページ

接種を希望する方はご連絡ください。

接種間隔が5カ月から3カ月に短縮されましたオミクロン株対応ワクチン

10月 21日、オミクロン株対応ワクチンの接種間隔が、これまでの 5カ月から3カ月に短縮されました。これまで
2年間、年末年始に新型コロナの感染が拡大しています。接種を希望する方は、年内の接種をご検討ください。

◆市内で使用するワクチン：オミクロン株対応ワクチン（BA.4-5）
◆予約対象：11月接種分まで　＊59歳以下の 12月接種分は11月 18日（金）予約開始予定です。

令和4年9月中に2・3・4回目の接種をした方へ接種券等を発送しますオミクロン株対応ワクチン

オミクロン株対応ワクチンの接種にあたり、以下のとおり接種券等を発送します。必ず開封し、中身をご確認の上、
封筒の中身一式は接種当日まで大切に保管してください。

◆発送対象：初回（1・2回目）の接種を完了した方のうち、令和 4年 9月1日～ 30日に2・3・4回目の接種をし
た12歳以上の方

◆発送時期：10月 31日（月）
◆手続方法：【60歳以上】調査票（はがき）に希望する内容を記入の上、返送してください。
　　　　　　　　　　　　市が接種日と会場を調整し、後日はがきでお知らせします。
　　　　　　【59歳以下】WEB・LINE・電話で予約してください。

生後6カ月～4歳の方に接種券等を発送します乳幼児のワクチン接種

　乳幼児の接種にあたり、生後 6カ月～4歳の方に、11月上旬に接種券等を発送します。
　必ず開封し、中身をご確認の上、封筒の中身一式は接種当日まで大切に保管してください
◆発送対象：発送日時点で生後 6カ月～4歳の方
　＊発送日以降に生後 6カ月を迎える方には、生後 6カ月を迎える日の属する週の金曜日に発送します。
◆使用するワクチン：乳幼児用ファイザー社ワクチン
◆接種開始：11月 19日（土）～　＊詳細は、接種券等に同封の案内をご確認ください。

1・2回目に使用している従来型の1価ワクチンは年内で国からの供給が終了する予定です。
また、オミクロン株対応2価ワクチンは、1・2回目接種が完了していないと接種できません。

年末年始の新型コロナの流行に備え、計画的なワクチン接種をご検討ください。

＜初回（1・2 回目）接種がお済みでない方は年内の接種完了をご検討ください＞

9

（月～土曜日〈祝日を除く〉午前9時～午後5時）

耳の不自由な方専用
FAX 番号 0294-72-0123

市相談・予約コールセンター

☎０１２０-２２６-３８０
＊電話がつながらない場合は、時間をおいてからおかけ直しください。


